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読売理工学院におけるカスタマーハラスメントに対する基本方針 

 

 はじめに 

 学校法人 読売理工学院（以下「本院」という）は、優れた技能、技術者の養成を建

学の精神に掲げ、学生一人ひとりの夢の実現と、社会に貢献できる人材の育成を目指

し、読売理工医療福祉専門学校と専門学校 読売自動車大学校を運営しています。教職

員がその使命を全うし、学生に対して質の高い教育を安定して提供するためには、教

職員自身が心身ともに健康で、安心して働ける環境が不可欠です。 

 万が一、学生や保護者等による教職員に対する著しい迷惑行為や人権を侵害する行

為（カスタマーハラスメント）が発生した場合は、組織として毅然とした対応をする

ため、以下の通り基本方針を定めます。 

１ 本院におけるカスタマーハラスメントの定義 

  学生や保護者その他関係者、地域住民などからの要求・言動のうち、社会通念上

相当とされる範囲を逸脱した言動、迷惑行為をいい、教職員の安全、尊厳、就業環

境を害するものをいいます。 

２ 本院におけるカスタマーハラスメントに該当する行為の例 

・精神的な攻撃（脅迫、威嚇、誹謗中傷、人格を否定するような発言、暴言などで、

インターネットや SNS 等への書き込みも含む） 

・プライバシーの侵害（教職員の精神的安全を害したりプレッシャーを与えたりする

目的での許可のない写真・動画撮影、録音等） 

・身体的な攻撃（暴行、傷害その他身体に危害を加える行為） 

・執拗な言動（合理的な理由のない長時間の電話や居座り、過度な繰り返し電話、時

間外の対応要求その他継続的又は反復的な迷惑行為） 

・社会通念上相当な範囲を超える対応の強要（土下座の謝罪要求、不当な金銭補償・

謝罪の要求など） 

・不当な要求（規定外の返金要求、不合理な成績評価・単位授与の要求、担任変更や

教職員の異動の要求、個人情報の開示要求） 



３ カスタマーハラスメントへの対応 

 本院は、カスタマーハラスメントに該当する行為に対して、教職員個人に対応を任

せることなく、組織として毅然とした対応をします。当該行為が認められた場合に

は、その中止を求め、必要に応じて以後の対応を制限し、又はお断りすることがあり

ます。 

また、特に教職員の安全確保が必要と判断されるなど、悪質な行為と判断した場合

には警察、弁護士等の外部の専門家と連携し、組織として厳正に対処します。 

 


